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林：土地は、普通に地主さんたちが持っています。 
 
三浦：地主さんたちが土地を持っていて、それを売るということですか。 
 
林：JR 東海がお金を出して、名古屋市役所のまちづくり公社が代わりに買収をして、というか
たちです。 
 
三浦：もう全部買収してしまっているんですよね。 
 
林：まだ途中です。2018 年ぐらいには買収が終わるのではないかと言われています。 
 
三浦：でも、もう終わる見込みができている・・・ 
 
林：できているのかは、わからないです。そこは、まだわからないんですけど、できるだろうと
は言われています。 
 
三浦：なるほど。そこはちょっと下北沢とは違うところですね。下北沢は、小田急電鉄がずっ
と持ったままだったということがありますが、駅西の場合は、ある種、開発を停滞させていた
ところが持っているというのは大きいですね。 
 
林：なるほど。ありがとうございます。 
 
植田：ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。なければ、このまま第３報告まで進
めたいと思います。それでは原田さん、お願いいたします。 
  
